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　Effects　of α 一
， β・and 　r・cyclodextrin （CD ）on 　the 　removal 　 of 　a 　mb 【ed 　oi1y 　so 皿 consisti皿g　of 　tri−

01ein 　and 　cholesterol 　were 　iロvestigated ．　 While　the　removal 　of　the　soil　by　sodium 　dodecyl　sUlfate，
SDS ，　increased　gra翩 ly　With 血 e 　 was   g　Ume

，
　the　 rernoval 　by 山 e　CD ’

s　was 　indep  dent．
The 　removal 　by β一and 　7−CD 　increascd　wi 出 the　 concentration

，
　 resulting 　in　 the　 order 　 of 　the

ef琵ctiv  ess
， γ
一GD ＞β一CD ＞α

一CD 　n ，slight 　at 　15　mM ．

　Addi廿on 　 of 　the 　CD ，

s　to　the 　 solut 童on 　of 　SDS 　 shifted 　 the　 critical 　 micelle 　 concentration （cmc ）

to　higher　concentrations ．　 The 　e蹠 of 止 c　CD ’
s　was 　observed 　on 　the　rernoval 　of 　the 　soil 　by　the

mixed 　solution 　at 　1瞳gher　concentrat 三〇 ns 　than 　cmc 　of 　the 　solution ．　 The 　effects 　were 　in　the 　order ，
r−CD ＞β

一CD ＞ a−CD ” O．β一CD 　removed 　selectively 　cholesterol 　in　the 　mixed 　so 皿．

　Atwo 鹽step 　 washing 　consisting 　of　washing 　first　with 　SDS 　and 　then 　 with 　CD 　showed 　 a　better

pe面   nce 曲 n 　that 　wi 血 CD ・SDS 　mi 綱 soiution ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Received　January　8，1993）
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　1． 緒　　言

　 シ ク ロ デ キ ス ト リ ソ （以下 CD と略記す る ）は，単 量

体の グ ル コ ピ ラ ノース が a ・1
，
4結合して閉環した環状構

造分子 の オ リゴ 糖 で，重合度6，7お よび 8 の 分子が 一
般

的 に よ く知 られ て お り， そ れ ぞ れ α一CD ，β一CD お よ び

7・CD と呼ばれ る．こ れ らの 環状構造分子 の 構造上 の 特

徴は ， グ ル コ
ー

ス 基 で 囲 ま れた 内側に 空洞 を 形成 して い

る こ とであり，
こ の 空洞内に種 々 の 化合物を取 り込む機

能を有する こ とで あ る D ．こ の た め ，こ の 機能を利用 し

た用途開発が種々 の 分野 で 行 わ れ て い る2）．こ れ らの

CD 大環状 の 立体構造は ほ ぼ円筒に 近 い 形 と考えられ る

が，そ の 立体配座を決め て い る グ リ コ シ ド結合 まわ りの

回転 自由度 は か な り高 く， 環径が大きくな る ほ ど円筒以

外 の 立体構造を とる こ とが多 くな る傾向を有す る．円筒

状 CD の 空 洞 は ，イ ス 型糖単位 の メ チ ン 基水素原子 の こ

の疎水性領域の つ な が りか ら構築 され て い る た め ， CD

環状構造 の 内部 は 疎水 性 で あ り，疎水 性化合物 を 可溶化

す る こ とが で きる
3）．

　一方，油性汚れ の 洗浄で は ，一
般的 に 界面活性剤 に よ

り大部分 の 油性汚れは ロ ーリ ン グ ア
ッ

プ及び 乳化作用 に

よ っ て 除去され る が ， そ の 後 の 残留 し た 少量 の 油性汚れ

の 除去に は，可溶化作用が重要 で あ る とい わ れて い る
4，．

　そ こ で ， 本研究 で は ， 疎水性有機化合物で あ る油性汚

れの CD に よ る可溶化が ， 実際の 繊維基質か らの 洗浄 に

どの よ うな 影響 を 及 ぼす か に つ い て ，CD お よ び 界面活

性剤そ れ ぞれ の 水溶液 に よ る洗浄お よびそれ らの 組み合

わ せ，ま た ， 界面活性剤と CD との 混合水溶液 に よ る 洗

浄 に お け る CD の 効果 に つ い て，界面活性剤単独の 洗浄

性 と比較検討した ．
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　 2． 実　　験

　 （1）試 料

　 1） 油性汚れ

　 ト リ グ リセ リ ド と して ト リオ レ イ ン （東京化成 ， 試薬

一級）を，ベ ン ゼ ン を溶媒と して シ リ カ ゲ ル カ ラ ム に よ

り精製し て 用 い た ．極性油 で あ る コ レ ス テ ロ ール は，試

薬特級 （和光純薬）をその まま用 い た．

　 2） 繊維基質

　 洗浄力 試験用標準綿布 （日本油化学協会）を ア ミ ラ ー

ゼ で の り抜き後 ， 5cmx10cm の 大 きさ に切断し ， ジ エ

チ ル エ
ー

テ ル で 4hr ソ
ッ

ク ス レ ー
抽出 し て 脱脂 し，実

験に 供した．

　 3） 界面活性剤

　 ラ ウ リル 硫酸ナ ト リ ウ ム （SDS ，半井化学 ， 純度 99％）

を ，
ジ エ チ ル エ ーテ ル で 10　hr ソ ッ ク ス レ ー

抽出し ， 無

水 メ タ ノ
ー

ル で 再結晶 し，精製 して 用 い た。

　 4）　シ ク 卩 デ キ ス b リ ソ

　 シ ク ロ デキ ス ト リソ は， α
一CD ，β・CD （い ずれ も和光

純薬試薬一級）お よび r・CD （和光純薬試薬特級）を そ

の まま用 い た．α・CD
， β・CD ，

　r・CD の グル コ ース の 数は

それぞれ 6， 7， 8個で あ り，円筒空洞の 内部直径 （A） は

そ れぞれ約 5．　5，7．　5， 9．5 で ，そ の 深 さ （A） は い ず れ も

約 7．・5 で ドーナ ツ 状の形を し て い る．25℃ に お け る水

に 対す る溶解度 （g／100　mL ） は ， そ れ ぞれ 14．　5，1．85，

23，2 で あ る
2）．

　5） 分析用試薬

　TLC −FID 法 に よ る油性汚れ の 定量に は，　 n・ヘ キ サ ン
，

ジ エ チ ル エ ー
テ ル ， ギ 酸 ，

エ タ ノ ール ，ク ロ ロ ホ ル ム の

い ずれ も試薬特級 （和光純薬）を ，また ，内部標準物質

に は コ レ ス テ ロ
ー

ル ア セ テート （東京化成試薬特級）を

その ま ま用 い た，

　（2）汚染布の 作製

　 ト リオ レ イ ン と コ レ ス テ ロ ール （19 ：1）混合汚れを

ベ ン ゼ ン 溶液と し ，
マ イ ク ロ ピ ペ

ッ トに よ り O．5mL ず

つ 試布 の 表裏 に 付着 さ せ 汚染布を作製 した．こ こ で ， 試

布 且枚当た りの 油脂付着量は ， ト リオ レ イ ン 47．5mg ，

コ レ ス テ ロ
ー

ル 2．5mg （総量 50　mg ）で ある．

　（3）洗浄方法

　各 種濃度 の CD お よび SDS の そ れ ぞ れ 単
一

水溶液と

混合水溶液を洗浄液と した．

　洗浄は ， 容量 200mL の 共栓付三 角 フ ラス コ に洗浄液

100　mL を と り，
30 ±2℃ に 保 っ た イ ソ キ ＝

ベ ータ ー
（大

洋科学 ， M −300）に よ り予熱し ， こ れ に 汚染布 1枚を入

れ て ，振 と う数 100　spm
，
30℃ で 5〜180　min 振 と うし

鍛

て 行 っ た ．洗浄後，蒸留水 に よ るすすぎを同温 ， 同液量

で 5min ずっ 2 回繰り返し，自然乾燥し た．こ こ で ，

同一洗浄条件下 で の 洗浄は 3 回行 っ た．

　 除去率 は ， 洗浄前後 の 試布 1枚当た りの 各油脂成分付

着量 を 求め ， 次式 に よ り算出 した．

　　　　　　除 去率 （％）＝ ＝ 100× （B − A ）／B

　 こ こ で ， B お よび A は それぞれ洗浄前後 の 各油脂成分

の 付着量 （mg ）で ある．なお ．各条件下 で の 除去率 は，

水 の み に よ る除去率を 差 し引 い た 値 で 示 した．

　 （4）油脂成分 の 定量

　 布上 の 油脂成分を ジ エ チ ル エ ーテ ル を 用 い て ミ ク ロ

ソ ッ ク ス レ ーで 4hr 抽出 し，溶媒を留去した後 ， 抽出

物 に 内部標準物質 （コ レ ス テ ロ
ール ア セ テー

ト）を加え ，

TLC −FID 法 （薄層 ク ロ マ ト グ ラ フ a
一
水素炎 イ オ ン 化

検出法）に よ り油脂成分 の ト リオ レ イ ン とコ レ ス テ ロ ー

ル を 分離定量 した 5⊃．

　 TLC −FID 法の 分析条件は ， 固定相 に は ク ロ マ ロ
ッ ド

S 丗 （ヤ ト ロ ン 製）を用 い ．抽出試料 に コ レ ス テ ロ
ー

ル

ア セ テ ー トの ク ロ 卩 ホ ル ム 溶液 （艮g／mL ）を 10mL 加

え，こ の 混合試料溶液を固定相上 に ス ポ ッ トし ， 移動相

で 二 段階展開を行っ た ．第一段階移動相は ， ク ロ ロ ホ ル

ム ／エ タ ノ ール ／水 （40 ： 20 ： 2．5
，
v／v ／v ）を 用 い ，0．5

cm 展開 して 風乾した．第二 段階移動相は ，
π一ヘ キ サ ソ ノ

ジ エ チ ル エ
ー

テ ル ／ギ酸 （67 ： 3 ：0．3
，
v ／v ／v ）に よ り 10

cm 展開 した．展開後， ロ
ッ ドを 120℃ で 3min 乾燥

し ，イ ア ト ロ ス キ ャ ン TH 一星0 分析装置 （ヤ ト ロ ン 製）

を 用 い て ス キ ャ ン させ た．分析条件 は 水素 ガ ス 流量 160

皿 L ／min
， 空気流量 2L ／min ，ス キ ャ ン 速度 30　sec で

行 い ，ク ロ マ ト グ ラ ム の ピーク面積を イ ア トロ コ
ーダー

TG −11 （ヤ ト ロ γ 製） で 測定 した．各油脂成分 の 重量 は，

各油脂成分 と内部標準物質の 重量比 とク ロ マ ト グ ラ ム に

お け る それぞれ の面積比か らあ らか じめ求め た検量線に

基づ き算出した．

　（5）表面張力の 測定

　表面張力 の 測定 は ， ウ イル ヘル ミ
ー
型表面張力計 （島

津 ST −1） を用 い て ，温度 30℃ で 行 っ た．

　3．　結果及び考察

　 （D シ ク ロ デ キ ス ト リ ン 単
一

水溶液に よ る洗浄性

　 ト リオ レ イ ソ とコ レ ス テ ロ
ー

ル （19：D の 混合油を綿

布 に 付着 させ ，α一，β一，γ
・CD の そ れぞれ単一水 溶液に よ

り洗浄した場合 の 洗浄時間効果お よび CD 濃度効果 の結

果を それぞれ Fig．　1
，
2

，
3 に 示す．図中に は比較の た め に

SDS に よ る結果も併記 した．
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油性 汚 れ の 洗 浄 に お け る シ ク V デ キ ス ト リ ソ の 効 果

　油性汚れの 洗浄に 及 ぼす洗浄時間 の影響を み る と （Fig．

1），SDS に よ る油 性 汚 れ の 除去率は 時間の 経過 と と も

に 僅か に 増大する．こ れ に 対して CD に よ る洗浄で は ，

α ・，　P・，　r・CD の い ずれ も 20 皿 in で ほ ぼ一定 に な り，油

性汚れ の 除去に 時間依存性は ほ とん ど認め られない ．こ

れ よ り以後の 実験 は洗浄時間 20・min を基準と して 行 う

こ とに す る．

　CD に よ る汚れ の 除去 に つ い て み る と （Fig．2）， β・，　r・

CD で は ， 濃度の 増大 と ともに 除去率が増大す る が ，
α・

CD で は 除去率は極め て 低 い レ ペ ル に 止 ま っ て い る ．β・

CD は ， 低濃度 に お い て 他 の CD よ りも高い 除去率を示

すが ， 濃度 の 増加 に と もな う除去率 の 増大 は少な い ．r・

CD は，低濃度域 （10mM 以下）で は 除去率は 比 較 的

低いが ， 高濃度域 （10mM 以上 ）で は SDS と同程度 の

高い 除去率 を 示 す．

　CD に よ る油性汚れ の 除去を さらに 詳細に検討する た

め に ト リオ レ イ ソ と コ レ ス テ ロ
ール の そ れ ぞれ の 除去率

で 示す と Fig．　3 の よ うに な る．α一CD の 洗浄性 は ほ とん

ど認 め られ な い が ， β・CD に よ る洗浄 で は ト リオ レ イ ン

の 除去率は 低 く，濃度が増加 して もほ とん ど増加 し な い

が ，
コ レ ス テ ロ ール の除去率は極め て 高く， 混合油性汚

れ の 洗浄 に おい て β一CD に よ る コ レ ス テ ロ
ー

ル の 高 い 選

択性が認 め られ る．こ の こ とは ， β一CD の 環状構造の 空

洞内部に コ レ ス テ ロ
ー

ル 分子が選択的に 包接 さ れ る た

め
6》

と考え られ る．こ の よ うに コ レ ス テ ロ ール が β・CD

に よ り優先的に 包接 され る た め に ト リオ レ イ ン の 除去率

が低 い レ ベ ル に 止 ま る と考え られ る．r・CD に よ る洗浄

に つ い て み る と ，
コ レ ス テ ロ ール は CD の 低濃度域 で 比

較的高 く， 高濃度に な る に つ れ て 除去率は 漸次増大す る．
一方， ト リオ レ イ ソ は 且OmM 以下 の 低濃度域 で は 除去

率は低い が ，
10mM 以上 の 高濃度域 で は 除去率は 比較

的向上す る．

　こ れ ら の 結果 よ り，
α・CD は ト リ オ レ イ ン

，
コ レ ス テ

ロ ール の い ずれも除去で きない た め ， 洗浄性 は な く，

β・CD は ト リオ レ イ ン を ほ とん ど除 去 しな い が ，
コ レ ス

テ ロ ール を選択的に 除去するた め ， 比較的油汚れ に 対す

る 洗浄性は高い とい え る，r・CD は ト リオ レ イ ン ，コ レ

ス テ ロ ール の い ずれをも除去で きるた め ， 比較的高い 洗

浄性を有する こ とがわか っ た．

　（2） CD −SDS 混合水溶液の 表面張力

　CD 単一水溶液に は表面活性 は な い の で ，
　 SDS 水溶

液 （2〜30mM ）に それぞれの CD を加えた混合水溶液

の 表面張力 を 測定 し た ．SDS 水 溶液の 表面張力 に 及 ぼ

す CD 濃度 の 影響を r−CD に つ い て Fig．　4 に 示 す．
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単一
水溶液 に くらぺ て，表面張力がわずか に 低下す る傾
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Fig．4．　Surface　tensions　of　SDS 　solutions　added 　with

　　　　r−（】Dat30 ℃

　 　 　 　 　 　 　 lone
　 　 　 70　 　　 　 　7mM
　 　 　 　 　 　 　 　7mM
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　　F
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Fig．5．　 Surface　tensio皿 s　of 　SDS 　 solutions 　 added 　 with

　　　　7mM α ．
，炉 and 　r．CD 　at 　30°C

向が 認 め られ る．こ の よ うな傾向は ，
a −，β・CD の場合に

お い て も同様 に み られ る．SDS に CD を 加 え る と SDS

の cmc が CD 濃度の 増加と共に 高濃度側 に シ フ トす る

現象 は ，
SDS の 分子が CD 分子 と相互作用 して

T）
t　 SDS

分子の 溶解度示増大す る
8） た め と考え られ る．した が っ

て ，
CD −SDS 混合水 溶液 の cmc 以下 の濃 度域 で は ，

CD 濃度が低 い ほ ど表面張力 は 低 く，
SDS 単一水溶液

の 表面張力に 近 くな る．

　SDS 水溶液 の 表面張力に 及 ぼ す CD の 種類 の 影響を

調べ る た め，SDS 水 溶液 （2〜30　mM ）に α一，β・，γ
一CD

を そ れぞれ 7 皿 M 加えた 場合 の 表面張力測定結果を Fig．

5 に 示 す．a −，β一， γ
一CD の 順 に SDS の cmc は 高濃度側

に シ フ F す る こ とが認め られ る ．こ の こ とは ， 各 CD と

SDS との 相互作用が r・CD ＞β一CD ＞ a −GD 　＝ O 順 に 大き

くな る こ とを示唆 し て い る 。こ の 理 由 と して ， 直径 の 大

36

きい β・，r−CD で は 1個以上 の SDS 分子 と相互作用す

る と推定 し た．

　α ・CD は cmc 濃度以下 で SDS の 表面張力低下能力

を 下げ る働 きが あ る よ うで あ る ．しか し cmc は，10mM

で SDS 単一水溶液 とほ ぼ 同 じ で あ る．β一CD で は ，
　 a −

CD よ りも表面張力の 低下 は さ らに ゆ る や か で，　 SDS 単
一

水溶液 の cmc 付近 で急速 に低 下 し，　 SDS 濃度 の 12

mM 付近 で cmc とな り， そ して α ・CD の 場合 よ りも低

い 表面張力を 示す，r−CD で は，低濃度 の SDS に お い

て も表面張力は少 し 低下 し ， SDS 濃度 の 増加 と 共 に 表

面張力は ゆ るや か な低下 を示す．そ し て β一CD と同様 に

SDS 単
一

水溶液の cmc 付近か ら急速に 表面張力が低下

して SDS 濃度 13mM 付近 で cmc とな り ， β・CD 添加

の 場合 よ りさ らに 低 い 表面張力と な る こ とが認め られ る．

これ ら の 現象 は，SDS の cmc 以下 の 濃度 で SDS 分子

は各 CD 分子 との 間 で相互作用 を し，　 SDS 分子が CD

空洞内部 に 入 り込 み SDS 分子 が 減少す る た め に ，気液

界面へ の 吸着量が減少す る た め で あ ろ うと考えられ る ．

そ して，SDS の 飽和炭化水素鎖 の 断 面積約 20．　S　A29）

よ りも大 きい 空洞の 直径 を有す る β・CD （AlA2 ） お よ

び r−GD （70．　8　A2）で は ，
　 CD の 空洞内で の SDS 分子

の 自由度が 大 きい た め 複合体 の エ ソ ト ロ ピーが大 きい こ

とがその 形成を有利 に し ． そ の た め に SDS の 低濃度 で

は ， r−CD ＞β一CD ＞ a ・CD の 順 に 表面張力が 低下す る と

考 え られ る．

　（3） CD −SDS 混合水 溶液 に よ る洗浄性

　SDS 水溶液 （2・−30　mM ）に 各 CD を 7mM 添加 し

た 洗浄液 100　mL で ，
30℃ ，20　min 洗 浄 し た 結果 を

Fig．6 に 示す．比較の た め に 図中 に は SDS 単
一

水溶液

に よ る洗浄結果 も示 す．CD −SDS 混合水溶液 の 洗浄性

は SDS 　 IOmM 以下 の 濃度域 （cmc 以 下） に お い て，

20

01

〔
駅

二
鐔
o

日

醒

　 　 　 0　　　　　　　 10　　　　　　 20　　　　　　 30

　 　 　 　 　 　 　 　 　 SDS 　 concentration （mM ｝

Fig．6．　 Effect　of 　addition 　of　7　mM 　CD 　to　SDS　solution

　 　 　 　on 　the 　removal 　 of 　 the　 mixturc 　 of 　triolein　 and

　 　 　 　cholesterol 　 at 　30°C
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い ずれ の CD に つ い て も SDS 単
一

水溶液に比べ て低い

こ とが 認 め られ る．CD の 種類 に よ る 洗浄性 は ，
　 SDS 濃

度が 2mM で は γ〉β＞ a で ある が ，
　 SDS 濃度 5〜10

mM の 範囲 で は a ＞γ〉β の 順 に な る．　 SDS 　 14mM 以

上 の 濃度域 （cmc 以上 ） で は ，
　 SDS 単

一
水溶液 に よ る

洗浄性に 比べ て，a ・CD 混合系で は SDS 単
一

水溶液 と

ほ ぼ等 しい 洗浄性 を 示す が ， β一，r−CD 混合系 で は 高 い 洗

浄性を示 し て い る．こ れらの 洗浄性 の 結果 は ，
Fig．5 に

示 した表面張力測定結果とよ く対応して い る．すなわ ち，

空洞 の 大 きな β一，γ一GD で は cmc 以下 の 濃度域 に お い

て ， SDS 分子が GD の 空洞内 に 1個以上入る こ とが 示

唆 され る た め ，結果的 に 表 面 張力低下 能 は 小 さ くな り，

油汚れ の洗浄性は SDS 単一
の 場合よ りも低 くな る と考

え られ る．一方 ，
14mM （cmc 以上 ）以上 の 濃度域で は，

SDS 分子 の ミ セ ル が存在す る が ， β一CD の 場合 に は ，
コ

レ ス テ ロ
ー

ル を選択的に 空洞 へ と り込む た め に 洗浄性 は

高くな る．ま た．γ
一CD は β一GD よ り も空 洞 の 直径が 大

きい た め ， 油汚れ が疎水的空洞内へ と り込 まれ ， 結果的

に SDS 単
一水溶液よ りも高い 洗浄性 に な る と考え られ

る．

　 （4）CD と SDS 水溶液の 組合せ に よる洗浄効果

　 油性汚れ の 洗浄に お け る CD の 効果 を よ り明 確に す る

た め に ，
CD 単

一
系 と SDS 単

一
系 の 組合 せ の 洗浄効果

に つ い て 検討 し た．そ の 結果 を Fig，7 に 示 す．　 CD は

7mM 水溶液を ，
　 SDS は 14mM 水溶液を 用 い て 洗浄時

間は 各 10　min ，組合 せ の 中間 で すすぎを行 い ひ きっ づ

き洗浄 し た．比 較 の た め ，SDS 単一系，　 CD 単一系，

CD ・SDS 混合水溶液 （GD 　7　mM
，
　SDS 　 14mM ）系の各

20　min の 洗浄結果 も図中に 示 した．

　 a ・CD は単一系に お い て 除去率は極 め て 低 い の で ，

SDS との い ずれ の 系に お い て も SDS 単
一系に ほ ぼ等し

い 洗浄性 を示す．β一CD で は ，
　 SDS 洗浄後 CD 洗浄 を

行 う復合系 に お い て SDS 単
一
系 よ り も高 い 洗浄性が得

られ，そ の 効果 に 加成性 が み られ る ．r−CD で は ，
　 CD −

SDS 混合系 お よ び SDS 洗浄後 CD 洗浄を 行 う複合系

で SDS 単一系よ り も高い 洗浄性が得 られ，とくに後者

の 系 に お い て 洗浄性 は 最 も高 くな る．こ れ らの 結果 か ら，

油性汚れの 洗浄に 及ぼす CD の 効果は ，
　 CD −SDS 混合

系 （GD 　7　mM 以 上 ，　SDS 　14　mM 以上）お よ び SDS

単
一

系で 洗浄後 に ま だ 残留 し て い る 油汚れ を CD で 洗

浄す る複合系 （a −CD は不適） に おい て 有効 で あ る こ と

が わ か っ た．こ れ は 空洞 の 直径が比 較的大 きい β一，　r・CD

　で は ， CD 空洞内部 に 油性汚れ を 可溶化す る こ とが 可能

で あ り，とくに β・CD で は コ レ ス テ ロ
ー

ル を 選択的 に 可

System

　 　 10min
SDS
　 　 20min

　 　 A
　 　 B
α
一CD

　 　 C

　 　 D

　 　 A
　 　 B
β
一CD

　 　 C
　 　 D

　 　 A

　 　 Br−CD
　 　 C

　 　 D

0

Remova1 （
e／））

　 lo 20

　 　 　 　 　 O　 　　 　　 　　 　　 　　 　 lO　　 　　 　　 　　 　　 　 20

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Remova 】〔％）

Fig．7．　 Removal 　of 　oily 　soil　by　14mM 　SDS − 7mM 　CD

　　　 system 　at　30℃

SyStem ；A ： CD 　10　min
，
　 B ：CD 十 SDS 　 20　min ，　 G ： CD

10min 　to　SDS 　10 皿 in
，
　D ； SDS 　10　min 　to　CDIO 　min ・

溶化す る ため と考 えられ る．

　 ら　 ま と め

　 ト リオ レ イ ン ，コ レ ス テ ロ
ー

ル 混合油性汚れの 洗浄 に

お ける α・，β・，r−CD の 効果を CD 単一系，　 CD −SDS 混

合系お よび CD と SDS の 複合系 で 検討 した．

　油性汚れ の 除去率は ， SDS 単
一

系 で は 洗浄時間 と と

も に 僅 か に 増大す る が，CD 単一系 で は 20　mi 旦 で 一定

とな り， 時間依存性は なか っ た．GD 単
一

系 に お い て

α一CD は， ト リオ レ イ ソ ，コ レ ス テ Pt・一ル の い ずれ に つ

い て も洗浄効果 は み られ な か っ た が ，β一CD は コ レ ス テ

ロ
ー

ル を選択的 に 除去 し ， γ
一CD は ト リオ レ イ ソ と コ レ

ス テ ロ ール の い ず れ に つ い て も洗浄効 果が 認 め られ た．

　 SDS に CD を添加す る混合系で は ，
　 CD 濃度の 増加

と共 に SDS の cmc は 高濃度側 に 移行し，　 cmc 以上 に

お け る 表面張力 は ，
CD 濃度 が 高 い ほ ど低下 した．また ，

cmc は r・CD ＞β・CD ＞α 一CD の 順 に高濃度側に 移行 し

た ，CD −SDS 混合水溶液に よ る 洗浄性は ，
　 cmc 以上 の

β・，　r−CD の 系で SDS 単一系よ りも高 い 洗浄性が 得 ら

れ た．
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　（】D と SDS お の お の の 単一系の 組合せ で は ，
　SDS 単

一系洗浄後 CD 単一系洗浄を行 う複合系に お い て ， 炉

CD お よび r・CD の 効果 は最 も有効で あ っ た．

　な お本研究の
一部は 平成3 年度  日本家政学 会第 43

回大会 に お い て 発表 した ．
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